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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成 24 年４月 12 日に公表いたしました平成 25 年２月期第２四半期累計期

間及び通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 
平成 25 年２月期第２四半期累計期間業績予想の修正（平成 24 年３月１日～平成 24 年８月 31 日）          

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり  

四半期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

5,200 

百万円

50

百万円

20

百万円 

△5 

  円 銭 

△44.76 

今回修正予想（B） 4,383 △157 △163 △113 △10.18 

増減額（B－A） △817 △207 △183 △108 ― 

増減率（％） △15.7 ― ― ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 24年２月期第２四半期） 
5,188 △73 △95 △66 △585.79 

 

平成 25 年２月期通期業績予想の修正（平成 24 年３月１日～平成 25 年２月 28 日）                

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり  

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

11,600 

百万円

1,000

百万円

950

百万円 

420 

  円 銭 

37.83 

今回修正予想（B） 10,000 400 380 200 18.01 

増減額（B－A） △1,600 △600 △570 △220 ― 

増減率（％） △13.8 △60.0 △60.0 △52.4 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 24年２月期） 
11,432 803 763 378 3,317.39 

（注）平成24年9月１日を効力発生日として、普通株式１株につき100株の割合で株式分割を実施しております。そのため、１株当たり四半期

純利益及び1株当たり当期純利益につきましては、当該分割後の発行済株式総数により算出しております（当該株式分割が期首に行われ

たと仮定して算出）。 
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修正の理由 

当第２四半期累計期間につきまして、ナースではたらこを運営するエージェント事業においては、事業開

始以来急成長を遂げていることから、当期においても高い成長目標を掲げてまいりました。また、従来は入

職合意時に計上していた売上を、利用規約及び業務運用の見直しを行った結果、当期より入職時に計上する

ことといたしましたが、当期と同一の計上基準においては前年同期比約 170％の成長を遂げております。し

かしながら、第２四半期におきまして看護師登録数の増加が計画に満たなかったこと等により想定を下回る

業績で推移いたしました。 

また、主要サイトのバイトルドットコム、はたらこねっと等の求人広告サイトを運営するメディア事業に

おきましても、バイトルドットコムにおける地方提携会社との契約形態を見直し、従来の総額方式の契約か

ら、手数料方式の契約へ変更しております。この変更の影響を除いた売上高は、対前年同期比におきまして、

約 110％と成長しておりますが、景気回復に伴う求人需要の増加により高い成長を見込んでいたため期初想

定を下回る見込みとなりました。 

上記を主因とし、売上高におきまして、前回予想を下回る見込みとなりました。 

営業損益・経常損益・四半期純損益につきましては、売上高の減収に伴い前回予想を下回る見込みとなる

ものの、広告宣伝費をはじめとした経費の効果的使用に努めたこと等により、売上高と比較し最小限の減益

に留めております。 

また、通期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間の業績状況を踏まえ、上記の通り修正いたし

ます。今後は下期の需要拡大時期に向け、業績の向上に努めてまいります。 

 

以上 

 
 

(注意) 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき弊社において判断したものであります。 
予想には様々な不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合がございます。 
今後の業績の予想につきましては随時見直しを行い、開示ルールに従って公表してまいる所存です。 


